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5/23～5/25 山仕事（5月大平） 

 
 
 
 
 
 
 

 

5/24権現谷 
県道路肩草刈 
アフター 
 

5/24桶ヶ沢 
休耕田草刈 
アフター 

5/23家田の田圃畦畔
草刈アフター 

5/23そば畑の草刈 
アフター 

5/24浅岡さん 
転作田草刈 
ビフォー 
図面番号② 

5/24東ダレお茶園整枝 
図面番号① 

5/24ヨザ草刈
ビフォー 
図面最上部 
 

5/24昼食  
母の誕生祝い 
特性稲荷寿司 
 



山仕事 橋を架ける

この度のねこの手作業「橋掛け」が無事終了しましたこと、誠に有難う御座いました。

ここに厚く御礼申し上げます。

橋を架ける…・、その経緯と作業当日感じた事を少しお話させて頂きます。

私が今住んで居ります静岡県周智郡森町薄場地区は、小さな川を挟んで東西に

分かれて家が点在しております。川は太田川に注ぐ瀬入川の源流になります。

十年近く前まではこの川を渡る車道は一つしか有りませんでした。(今は二か所)

私は二年前に古い家をお借りしてこの地に移住致しました。畑等もお借りして野菜や

花木等の栽培手入れを日々の楽しみとしております。その畑の側にある川がその川

瀬入川の源流になります。そして其処に小さな橋が架けてあります。何故こんな所に

と思って地元の方に伺ったところ、この橋の向こう(西方)に氏神様の若宮八幡様が

在り、かつてはこちら側(東方)からの参道になつていたということでした。神社の一の

鳥居は橋を渡つて行つた先に在ります。今現在は、誰も一の鳥居をくぐって神社へは

行っていないことになります。橋は五十年近く前に地元の方達の手により作られた物

で今にも壊れそうな物でした。そこで橋を架け替えれば神社への行き来もでき、人の

往来も楽にできるのではないかと竹中氏(家主)にお話ししたところ、猫の手の皆さん

に応援をお願いしてはどうだろうか?ということになりました。

昨年二回、猫の手の皆さんに川周辺の整備をしていただきました。以前川辺に作つた

「ほたるデッキ」で昼食・休憩をしていただいたのを思い出します。その時来年は此処で

蛍が見れたらいいですね。・・と厚正さんが仰ってくださり、一年前に日取りは決まつて

いました。そして当日六月八日は雨の予報(降水確率90%)が・…突然の晴れ !!

竹中氏の緻密な設計提案による準備と猫の手の皆さんの阿眸の呼吸の作業。そして

後方支援の食事支度等々全てが順調に進みました。夜の「ほたるを見る会」も盛会に

なり、待望の蛍もデッキまで飛んで来て・・・ケーナの音色も加わり歓喜 歓喜 でした。

橋 にはいろいろなもの・・・意味があります。

人体の脳の中にある橋。心の架け橋。明日に架ける橋。そして虹の架け橋アンタカラナ。

地元の方に木を切って頂き、当日までの準備も含め大変ご尽力いただきました。

無事に作業が済みました事、参加されました全ての皆様に、そして見守つていただいた

全ての存在に感謝致します。重ねて有難う御座いました。

雑報読者の皆様、橋が出来上がりましたら是非見に来てくださいませ。

ささやかな 小さな ちいさな橋ではありますが、心よりお待ち申し上げます。
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山仕事 6月①橋を架ける  久米さんメッセージ 

 
 

 

ホタルを見る会会場
ほたるデッキ 

ほたるデッキ遠景 
暗くなると周りにホタルが！ 

6/8森町薄場 
太田川に注ぐ瀬入り川の源流 
橋は写真の一番上の部分 

夜はバーベキュー 
サザエ、ブリ、エビ、トウモロコシ 
など豪華食材 
ほたるはすぐそばまでやってきました。 
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6/7～6/9山仕事（6月②架橋とホタル） 

 

6/8古い橋の上に新しい柱が 
 

橋桁の固定完了     
この橋桁に横板を打ち付け
れば新橋の完成。 

給食当番の皆さんの
手作り弁当 

6/7めだかの学校参加 
事務局長の榊原幸雄さん 
 

古い橋の撤去作業 
 

 

昼食風景 

橋げたの固定作業 
 
 

昼食の流しそうめん 
 
 


